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【背景】 

我々は主に光ゲート効果を用いたグラフェン光検出器の高感度化検討を行ってきた 1-6)。しかし、

動作波長域が光増感層によって限定され、中波長赤外と長波長赤外、両波長域において応答を得

ることが困難であった。前回、グラフェンナノリボンを形成したグラフェン光検出器において赤

外域での応答増強を報告した。本研究では更なる高性能化のために、中波長赤外域及び長波長赤

外域における広帯域応答を検討した。 

【作製】 

Figure 1 にグラフェンナノリボンをコートしたグラフェン光検出器の模式図を示す。トランジス

タチャネルとして単層 CVDグラフェンを用い、チャネル上にグラフェンナノリボンを塗布した。 

【測定結果】 

Figure 2 にグラフェン光検出器の長波長赤外光応答を示す。グラフェンナノリボンを塗布しない

グラフェン光検出器では長波長赤外光に対する明確な応答は得られない。グラフェンナノリボン

の光吸収効果により、グラフェン光検出器の赤外応答が増強したと考えられる。 
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Fig. 2 Infrared photoresponse of the graphene
photodetectors.

Fig. 1 Schematic of graphene nanoribbon
coated graphene infrared photodetectors.
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